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切除 し た 腫瘍 や 異物 を 摘出 し た り 、 移植 用 の 騰 器 を つ 「 | 。 心 停 止 し た 患者 の 心肺 機能 を 復活 させ る 特殊 器具 。 自 
か ん で 設置 する 器具 。 コン トロ ー ル ステ ィ ッ ク の 左上 で 選 生 異 物 の 上 で ② ボ タン と [Bj ボ タン を 同時 に 押し 続け る 

_ 択 する 。 操作 方 法 は 本 物 の ピン セッ ト を 使う の と 同じ 要 

_ 領 。② ポ タン と [8J ボ タン を 同時 に 押す と 、 カー ソル が 当 

た っ て いる 部 分 に ピン セッ ト が 出現 し 、 そ こ に ある 異物 を 

つか め る 。 その まま の 状態 で カー ソル を スラ イド させ れ 

ば 、 つか ん で いる 異物 を 運 避 こと も 可能 だ 。 な お 、 上下 に に 8 

ある ⑭ ボ タン と 回 ボタ ン の 同時 押し が 難し いと いう 人 ーー«ー«ー«©«©©“ に ・ 了 ボタ ン を 離す と つか ん で い 
は 、 リ モコ ン を 90 度 左 に ひね っ て 持ち 、 横 に は さむ 感覚 。 議 、 np 
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動 的 に 画面 中 央 に 出 更 す る 。 Wii リ モコ ン を セン サー バー PS リモ モ コン を セン サー バー 方 向 へ 押し 出し 、 チ ャ ー ジ 
PL re | RO メニ ター が グリ ー ン プー ン ( に 来 た の メー 7)| : 

へ 向け て 押し 出す こ 、 KF ル 時 のど 近づい て い 6 6 0 9 0 で NN 

く 。 チャ ー ジ メー ター が 出現 後 、 メータ ー が 緑 の ゾ ー: 

達し た 瞬間 に ヌン チャ ク の [2ZJ ボ タン と り リモ コン の (j ボ タダ 

ン を 同時 に 押す と 、 電気 ショ ッ ク が 流れ て 心臓 が 蘇生 し 、 

手術 を 再開 で きる よう に な る 。 
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処置 を 終え て 術 野 を 閉じ た あと に 、 縫合 し た その 部 分 
を 保護 する た め の 追 加 器 具 。 ヒー ル ゼ リー で 縫合 良 の 消 Ni ④ ま た は (ボタ ン を 押し て 保護 テー プ を 選択 。 始点 
毒 を すま せ た あ と 、 画面 左 へ ポイ ンタ カー ソル を 移動 さ も う 一 度 ボ タン を 押し 、 その まま ポイ ンタ カー ソル を スラ 

| ド さ せ て 終点 で ボタ ン を 離す 
せる と 自動 的 に 出現 、 また は [8gj ボ タン を 押し て 選択 す 
RS 選択 し た 状態 で 縫合 痕 の 端 に カー ソル を 移動 さ a い 半 UN NN 人 09980 ドー 5 っ < 0 a 8 0 | A ] ] と 
そこ で ①② また は ( 加 ボ タン を 押し っ ぱな し の 状態 に し て 始 開 請 縛 護 議 当 i 議 稚 I 直幸 」 | すべ て の 症例 
点 確 定 。 そ の まま カー ソル を スラ イド させ る と テー プ が を 


伸び て いき 、 反対 側 の 端 で ボタ ン を 離せ ば 、 終点 が 確定 さ 、、 NN RN ; 
れ て 貼り 付け 完 8 8 ll 0 人 | いな い 。 失敗 せ ず に 貼り 価 議 還 較 sss 夫 。 | 手術 中 に 一 度 だ け 使用 可能 な 特殊 能力 。 メ ンチ ャ ク 
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還 議 紳 旧 090 人 本 還付 け で きる よう 、 使 い 方 を 。 | 。 ” | の ② ま た は [ボタン を 押し た まま 、 リ モコ ン の [中 ボタン っ ヌン チャ ク の 〇 また は (ボタ ン を 押し た 状態 で 、 Wii リ 
長 さや 角度 を 調整 し 、 美しく 貼り 付け る よう 心がけ た い 。 PNDACES デー 馬 あ っ ニア ンド 人 ww モコ ン の [8] ボ タン を 押し た まま 画面 に 五 昔 星 を 一 筆 書き 
RS 0 その 上 で で 男 に 五 記 星 を 一 補 す る 。 置き 切 2 の ] 
a ee PM Rn ot a Ne eee a a 6 CT を 押 し 、 状態 画面 潤 書 ] し 、 書き 切 っ た と " ろ で [B」 ボ タ ン を 上 離す 
a っ た あと に [ 品 ボ タン を 離せ ば 能力 発動 と か る 。 より 大 き 


く 正 確 に 描く ほど 持続 時 間 は 長い 。 月 条 は | 時間 の 流れ を 
遅く する 」、 キミ シマ は 「 バ イタ ル を 引 ぎ 出す 」 と 効果 は ば 異 
な る が 、 どちら も 難 手術 を 乗り 切る 際 に 役立つ 。 
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薄暗い 術 野 を 照ら す 追 加 器 具 。 手術 開始 時 に 術 野 が 時 生生 
間 で 見 えな か っ た 場合 に 自動 的 に 出現 し 、 ペン ライ トノ 力 ペン ライ ト … (また は [回 ボ タン を 押し て ペン ライ ト を 選 
メラ と も ④⑭ ま た は ボタン で 選択 する こと が で きる 。 ペ 択 。 患部 で も う 一 度 ボ タン を 押し て 固定 

ン ラ イト は 、 術 野 の 任意 の 位置 で ボタ ン を 押し て そこ に 明 "フフ の また は ボタ ン を 押し て カメ ラ を 選択 
か り を 固定 で きる が 、 限ら れ た わずか な 範囲 だ けが 視認 
可能 と な る 。 ルー 機能 と 似 た よう な 感覚 だ 。 カ メラ は 
付属 の フラ ッシュ を 使っ て 術 野 全体 を 照ら すこ と が で き 。 。  。  。  。 
る 。 た だ し 、 数秒 で 暗 間 に 戻る と いう 欠点 を 持つ 。 いずれ 。  。 。。 2 フラ ッシュ で 視界 を 確保 。 
も ある 特定 の エピ ソー ド で し か 使用 し な い が 、 使い 方 と 特 )\ 術 野 が 見 えて いる あい だ 
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